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周南市農業委員会総会議事録 
 

注. 発言の内容についてはその要旨を記載しております。 

（発言そのものの記載ではありません。） 

   この公開用議事録は個人情報に関連すると思われる部分等については●で消しています。 
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平成平成平成平成２２２２８８８８年第年第年第年第９９９９回回回回    

    

周南市農業委員会周南市農業委員会周南市農業委員会周南市農業委員会総会議事録総会議事録総会議事録総会議事録    

 

 

１１１１    日日日日    時時時時        平成平成平成平成２２２２８８８８年年年年９９９９月月月月９９９９日（日（日（日（金金金金））））    午前午前午前午前９９９９時時時時５９５９５９５９分分分分    ～～～～１０１０１０１０時時時時５９５９５９５９分分分分    

    

２２２２    場場場場    所所所所        周南市徳山周南市徳山周南市徳山周南市徳山保健センター保健センター保健センター保健センター    健康増進健康増進健康増進健康増進室３室３室３室３    

 

３３３３    会議に付した議案会議に付した議案会議に付した議案会議に付した議案    

議案第29号 農地法第３条の規定による許可申請について    ５件 

議案第30号 農地法第５条の規定による許可申請について    ４件 

議案第31号 農業経営基盤強化促進法第18条の規定による 

農用地利用集積計画について           １６件 

報告第45号 農地法第４条の規定による農地転用届出について  １件 

報告第46号 農地法第５条の規定による農地転用届出について １１件 

報告第47号 非農地証明について               ８件 

報告第48号 水田埋め立てによる農地改良届出について     １件 

報告第49号 農地所有適格法人報告書の提出について      １件 

 

 

４４４４    出席委員出席委員出席委員出席委員    

第２番 杉 村 龍 男 君     第３番 藤 井 和 典 君 

第４番 梅 田 洋 治 君     第５番 椎 木 人 志 君 

第６番 大 江 静 人 君     第７番 弘 中   壽 君 

第８番 江 波 一 男 君     第９番 田 中 榮 作 君 

第10番 野 村 一 男 君     第12番 笠 井 保 雄 君 

第13番 松 岡 清 治 君     第14番 藤 井 澄 子 君 

第17番 杉 村 洋 治 君     第18番 藤 井 允 雄 君 
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第20番 山 崎 弘 子 君     第22番 村 木   実 君 

第23番 松 田 孝 行 君     第24番 山 崎 光 夫 君 

第25番 水 井 規 雅 君     第27番 白 石 純 治 君 

第28番 有 馬 俊 雅 君     第29番 小 林 一 雄 君      

第31番 岩 田   学 君（職務代理者） 

第32番 西 田 孝 美 君（会長） 

 

 

５５５５    欠席委員欠席委員欠席委員欠席委員    

   第１番 長谷川 和 美 君 

   第11番 藤 井   孝 君 

   第15番 大 田 幹 代 君 

   第16番 歳 光 時 正 君 

   第19番 福 田 栄 司 君 

第21番 林   定 子 君 

第26番 秋 貞 啓 子 君 

   第30番 髙 橋   恵 君 

    

          

６６６６    関係人関係人関係人関係人    

    農林課  主査 長谷部 洋一 

     

 

７７７７    事務局職員事務局職員事務局職員事務局職員    

局  長  茅 原 道 夫     次  長  藤 井  豊 

次長補佐  吉 原 浩 子     書  記  桐 山 昌 栄 
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事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

皆さん、おはようございます。 

まず、総会に入る前に携帯電話につきましては、確認の方をよろしくお願

いいたします。 

それでは、次に、定足数の報告をさせていただきます。 

本日の総会の出席委員は３２名中２４名で、周南市農業委員会会議規則第９

条に規定された定足数を充たしておりますので、総会は成立いたします。 

なお、本日の欠席は、第１番 長谷川 和美 委員、第１１番 藤井 孝

委員、第１５番 大田 幹代 委員、第１６番 歳光 時正委員、第１９番 

福田 栄司委員、第２１番 林 定子委員、第２６番 秋貞 啓子委員、第

３０番 髙橋 恵 委員の８名でございまして周南市農業委員会会議規則第

５条の規定による欠席の届出がありましたのでご報告いたします。 

それでは、議長よろしくお願いいたします。 

開会（午前９時５９分 ～ ） 

おはようございます。それでは只今より、平成２８年第９回周南市農業委

員会総会を開会いたします｡ 

これより議事に入ります。 

議事日程第１、議事録署名委員の指名ですが、周南市農業委員会会議規

則第２３条に規定された議事録署名委員は、 

第１２番、笠井 保雄委員さん、第２２番、村木 実委員さんのご両名にお

願いいたします。 

議事日程第２、議案の審議に入ります。 

それでは、議案第２９号を議題といたします。 

事務局よりの議案の説明をお願いいたします。 

 

議案書の１ページをお願いいたします。議案第２９号「農地法第３条の規

定による許可申請について」を、ご説明いたします。 

今月の農地法第３条の規定による許可申請は、１議案５件でございます。 

それでは、まず１番についてご説明いたします。申請地は●●地区の大字●

●●字●●に所在する農地の田、１筆の１,１０７平方メートルでございます。 
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議長 

 

 

第３１番 

 

権利移動に関しましては、譲渡人は、後継者がいないことから現在利用権

設定している貸し手に譲り渡すとされ、譲受人は、相手からの申し出に応じ

て規模拡大を図られるものでございます。 

なお、今回、利用権設定の解約届出書が提出されております。 

次に、農地法第３条第２項各号の農地の権利移動の制限に関する事項につ

いて、ご説明いたします。 

まず、第１号の全部効率利用要件についてですが、譲受人は、耕作要件、

農機具の保有状況、農作業に従事する状況等からみても、農地の全てを効率

的に利用できると見込まれます。 

第２号の農地所有適格法人以外の法人の規定及び第３号の信託要件の規

定については、いずれも該当しておりません。 

第４号の農作業常時従事要件ですが、申請人は、農作業を行う必要がある

日数について、繁忙期の場合は、パートを雇用するとのことでもあり農作業

に従事すると見込まれると判断いたします。 

第５号の下限面積要件ですが、取得後の農地は１１２アールで、当地区

の３０アールの下限面積要件を満たしております。 

第６号の転貸禁止要件ですが、所有権移転で、自ら耕作されるので転貸禁

止要件には該当いたしません。 

次に、第７号の地域調和要件ですが、譲受人は、水稲を作付けされるとの

ことであり、今回の権利移動により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障は生じないものと考えております。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件の全て

を満たしていると判断しております。以上でございます。 

 

只今の事務局からの説明に関連いたしまして、地区担当農業委員さんから

の現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

 

３１番の●●です。譲受人は、耕作面積から分かりますように１１ヘクタ

ール耕作されている専業農家でライスセンターもされており、年齢も５０歳
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらいで熱心に農業されている方です。一方、譲渡人は、ちょうど８月３１

日に現地調査に出かけた際に本人にお会いしました。たまたま、●●●から

帰省されておられたのでお話を聞くことが出来ました。双方とも利用権設定

を長くされ耕作されておられまして特に問題ないかと思います。よろしくご

審議をお願いします。 

 

ありがとうございました。 

只今の１番の案件につきまして、質疑を行います。 

ご意見、ご質問はございませんか。 

  （なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第２９号１番につきまして、採決を行います。 

 許可とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、１番は許可と決定いたします。 

続きまして、２番につきまして、事務局よりの議案の説明をお願いいたし

ます。 

 

２番についてご説明いたします。申請地は、●●地区の大字●●字●●●に

所在する農地の田、１筆の１,５７６平方メートルでございます。 

権利移動に関しましては、譲渡人は遠方に住んでおり、耕作管理ができな

いことから今まで耕作管理をしてもらっていたので譲受人に譲り渡すとされ

、一方、譲受人は、譲渡人からの申出により、譲り受けて農地の有効活用を

図るため今回、譲り受けられるものでございます。 

次に、農地法第３条第２項各号の農地の権利移動の制限に関する事項につ

いて、ご説明いたします。 

まず、第１号の全部効率利用要件についてですが、譲受人は、耕作要件、

田植機、トラクター等農機具の保有状況等からみても、農地の全てを効率的

に利用できると見込まれます。 
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議長 

 

 

第２７番 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号の農地所有適格法人以外の法人の規定及び第３号の信託要件の規

定については、いずれも該当しておりません。 

第４号の農作業常時従事要件ですが、譲受人は、農作業を行う必要がある

日数について、農作業に従事すると見込まれると判断いたします。 

第５号の下限面積要件ですが、後程、審議していただきます議案第３１

号の「周南市農用地利用集積計画」において、別紙１の４ページの６番に

ありますように１,２０３平方メートル、利用権設定をいたしますことから

、それと合わせまして、取得後の農地は３７アールで、当地区の３０アー

ルの下限面積要件を満たしております。 

第６号の転貸禁止要件ですが、所有権移転ですので、自ら耕作されるので

転貸禁止要件には該当いたしません。 

次に、第７号の地域調和要件ですが、譲受人は、水稲を栽培される予定と

のことであり、今回の権利移動により、周辺農地の農業上の効率的かつ総合

的な利用の確保に支障は生じないものと考えております。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件の全て

を満たしていると判断しております。以上でございます。 

 

只今の事務局からの説明に関連いたしまして、地区担当農業委員さんから

の現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

 

２７番の●●です。調査報告をいたします。去る９月２日に譲渡人とは、

電話にて、譲受人とは現地にて申請書並びに営農計画書に基づき調査をいた

しました。申請地は、以前より譲受人が耕作管理をしており現況も水稲が作

付けされてありました。現在進行中であります●●地区ほ場整備事業に関連

いたしまして、譲渡人は遠方のため譲渡したい。譲受人は自宅そばでもあり、

ぜひ譲り受けて、ほ場整備事業に持ち込み経営規模拡大に取り組みたいとい

う事でありまして、営農計画の一環である倉庫並びに農機具等も保有してお

り、また、ほ場整備事業の同意書も提出されており問題ないと考えます。ご

審議の程よろしくお願いします。 
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

只今の２番の案件につきまして、質疑を行います。 

ご意見、ご質問はございませんか。 

  （なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第２９号２番につきまして、採決を行います。 

 許可とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、２番は許可と決定いたします。 

続きまして、３番につきまして、事務局よりの議案の説明をお願いいたし

ます。 

 

３番についてご説明いたします。申請地は、●●地区の大字●●字●●●に

所在する農地の田、２筆の３,４０９平方メートル、牧場、１筆の１,６６０平

方メートル、合計、３筆の５,０６９平方メートルでございます。 

権利移動に関しましては、譲渡人は高齢であり、後継者もいないことから

隣接農地の所有者の譲受人に譲渡すとされ、譲受人は、譲渡人からの申出に

より、また隣接農地であることから規模拡大を図り、今回、譲り受けられる

ものでございます。 

次に、農地法第３条第２項各号の農地の権利移動の制限に関する事項につ

いて、ご説明いたします。 

まず、第１号の全部効率利用要件についてですが、譲受人は、耕作要件、

トラクター、田植機等農機具の保有状況等からみても、農地の全てを効率的

に利用できると見込まれます。 

第２号の農地所有適格法人以外の法人の規定及び第３号の信託要件の規

定については、いずれも該当しておりません。 

第４号の農作業常時従事要件ですが、譲受人は、農作業を行う必要がある

日数について、農作業に従事すると見込まれると判断いたします。 
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議長 

 

 

第２４番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５号の下限面積要件ですが、取得後の農地は３２６アールで、当地区

の３０アールの下限面積要件を満たしております。 

第６号の転貸禁止要件ですが、所有権移転ですので、自ら耕作されるので

転貸禁止要件には該当いたしません。 

次に、第７号の地域調和要件ですが、譲受人は、主に水稲を耕作されると

のことであり、また、牧場については、果樹栽培を予定されており、今回の

権利移動により、周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障

は生じないものと考えております。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件の全て

を満たしていると判断しております。以上でございます。 

 

只今の事務局からの説明に関連いたしまして、地区担当農業委員さんから

の現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

 

２４番の●●です。第３番について、去る９月３日、譲渡人と譲受人とで

現地に参りまして調査をしましたので、その結果をご報告します。申請地の

２５６５－１と２５７１－１は遊休農地になって草が繁茂しており、また、

２５６９－１は、牧場になっていた所で牛舎と倉庫があり採草放牧地につい

ては草が繁茂しておりました。今回、譲渡人が高齢で後継者もいないことか

ら譲受人に譲渡しの申出をされたものでございます。譲受人は申請地が自己

所有の農地と隣接しており耕作に便利な事から双方の話がまとまり譲渡人か

らの所有権移転に応諾をされたものでございます。譲受人は今後、牧場の牛

舎は農機具倉庫として使用し、また、簡易倉庫は解体し採草放牧地について

は果樹を植えられるとのことでございます。また、現況が遊休農地になって

いる申請地の２５６５－１と２５７１－１については、草を刈って来年は水

稲の作付けをされるそうでございます。譲受人は農業に大変熱心な方で以前

から経営規模の拡大をされており、現在、近隣で耕作できない農地を預かっ

て耕作をされておられる方で何ら問題になることはないかと思いますのでよ

ろしくご審議、決定のほどお願いします。 
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

只今の３番の案件につきまして、質疑を行います。 

ご意見、ご質問はございませんか。 

  （なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第２９号３番につきまして、採決を行います。 

 許可とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、３番は許可と決定いたします。 

続きまして、４番につきまして、事務局よりの議案の説明をお願いいたし

ます。 

 

４番についてご説明いたします。申請地は、●●地区の大字●●字●●●に

所在する農地の田、１筆の３５平方メートルでございます。 

権利移動に関しましては、譲渡人は申請地が既に譲受人の所有する田と一

体利用されており道としての機能を有していないため譲渡すとされ、譲受人

は、申請地に法定外公共物（里道）が田の中にあり、道路の形態もなく用途

変更して一体的に利用するため払い下げを受けられるものでございます。 

次に、農地法第３条第２項各号の農地の権利移動の制限に関する事項につ

いて、ご説明いたします。 

まず、第１号の全部効率利用要件についてですが、譲受人は、耕作要件、

農機具の保有状況等からみても、農地の全てを効率的に利用できると見込ま

れます。 

第２号の農地所有適格法人以外の法人の規定及び第３号の信託要件の規

定については、いずれも該当しておりません。 

第４号の農作業常時従事要件ですが、譲受人は、農作業を行う必要がある

日数について、農作業に従事すると見込まれると判断いたします。 

第５号の下限面積要件ですが、取得後の農地は５０アールで、当地区の
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議長 

 

 

第２７番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

第３１番 

３０アールの下限面積要件を満たしております。 

第６号の転貸禁止要件ですが、所有権移転ですので、自ら耕作されるので

転貸禁止要件には該当いたしません。 

次に、第７号の地域調和要件ですが、譲受人は、水稲を耕作されるとのこ

とであり、今回の権利移動により、周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障は生じないものと考えております。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件の全て

を満たしていると判断しております。以上でございます。 

 

只今の事務局からの説明に関連いたしまして、地区担当農業委員さんから

の現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

 

２７番の●●です。調査報告をいたします。去る、９月２日に譲受人と現

地にて申請書並びに営農計画書に基づき調査をいたしました。申請地は、以

前より譲受人が管理しており現況も手入れがなされた管理がされておりまし

た。申請地は、譲受人の所有する農地の中央部分を横切っており、現在の市

道が取り付けられる以前は道としての機能を果たしておりましたが、市道取

り付け後は、市道を利用するため、また、農地の形状が変わったためにその

機能は不用となり、所有する農地の正式な一面としての一体利用を行うため

に今回の申請となったしだいで、周辺農地も全て譲受人の所有する農地であ

り、問題ないと考えます。ご審議の程よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

只今の４番の案件につきまして、質疑を行います。 

ご意見、ご質問はございませんか。 

  （発言を求める声あり） 

 はい、●●委員さん。 

 

 ●●●が農地を所有しているとういうのはめずらしいと思いますがこの土
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地はどういう状況の土地ですか。しかも面積も３５平方メートルですし、道

を付けようとしたものなのでしょうかね。 

 

 これは、赤線の里道が残っていたということで払い下げを受けるものです。

現状は、農地として一体利用されております。今回は、農地を３反以上所有

されているので払い下げを受ける場合は良いのですが、そうでない場合は払

い下げが出来ないことから今後は市の担当課の方では払い下げの仕方を検討

しており、このような払い下げの仕方はなくす方向で検討されております。 

 

 他にございませんか。 

  （なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第２９号４番につきまして、採決を行います。 

 許可とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、４番は許可と決定いたします。 

続きまして、５番につきまして、事務局よりの議案の説明をお願いいたし

ます。 

 

５番についてご説明いたします。申請地は、●●●地区の大字●●字●●に

所在する農地の田、２筆の７７１平方メートルでございます。 

権利移動に関しましては、譲渡人は体調を崩し、数年来、草刈り等して保

全管理に努めていたが、高齢でもあり困っていたところ譲受人にから話があ

り譲渡すとされ、譲受人は、譲渡人からの相談により、自分も農業経営を他

市でも行なっており農地の有効活用を図るため今回、譲り受けられるもので

ございます。 

次に、農地法第３条第２項各号の農地の権利移動の制限に関する事項につ

いて、ご説明いたします。 

まず、第１号の全部効率利用要件についてですが、譲受人は、耕作要件、
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議長 

 

トラクター等農機具の保有状況等からみても、農地の全てを効率的に利用で

きると見込まれます。 

第２号の農地所有適格法人以外の法人の規定及び第３号の信託要件の規

定については、いずれも該当しておりません。 

第４号の農作業常時従事要件ですが、譲受人は、農作業を行う必要がある

日数について、農作業に従事すると見込まれると判断いたします。 

第５号の下限面積要件ですが、譲受人は他市にお住まいで、そちらでの

耕作面積２６アールを含めて取得後の農地は３４アールで、当地区の２０

アールの下限面積要件を満たしております。 

第６号の転貸禁止要件ですが、所有権移転ですので、自ら耕作されるので

転貸禁止要件には該当いたしません。 

次に、第７号の地域調和要件ですが、譲受人は、畑として野菜、花等を栽

培されたいとのことであり、今回の権利移動により、周辺農地の農業上の効

率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えております。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件の全て

を満たしていると判断しております。以上でございます。 

 

只今の事務局からの説明に関連いたしまして、地区担当農業委員さんから

の現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

 

４番の●●です。農地法第３条の許可基準について、事務局の説明のとお

りで、法の第３条第１項の許可申請について、申請人双方に確認した結果を

報告します。これは所有権移転後この農地については、遊休農地でありまし

て果樹、花等を作付けするとのことで、別に収入を得るという事ではなく、

景観を損なわないようにと考え、周辺に迷惑をかけないような農地にしたい

とのことでございまして別に問題ないと思われます。以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

只今の５番の案件につきまして、質疑を行います。 
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ご意見、ご質問はございませんか。 

  （なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第２９号５番につきまして、採決を行います。 

 許可とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、５番は許可と決定いたします。 

 続きまして、議案第３０号を議題とします。 

なお、１番及び２番についてですが、譲受人が同一、土地の所在も隣接して

おり、また、一体利用でありますので一括して事務局よりの議案の説明をお

願いいたします。 

 

 議案書の２ページをお願いいたします。議案第３０号「農地法第５条の規

定による許可申請について」を、ご説明いたします。今月の農地法第５条の

規定による許可申請は１議案４件でございます。それでは１番と２番につい

てですが譲受人が同一、土地も隣接しており一体利用ですので一括してご説

明いたします。 

譲受人は、●●市に居住する不動産業を営む事業主です。 

土木工事に必要な砂利、真砂土及び残土置場、工事用車両置場として利用

するものです。 

申請地は、県道に隣接しており大型車の進入が可能であり、また、近隣に

民家が少なく、また、譲渡人は高齢のため耕作が困難となり他に農作業の委

託先も見つからないため、今回の申請となったものです。 

まず、申請地の位置からご説明いたします。 

申請地は、●●支所から北東に約１キロメートルのところに位置しており

ます。 

（スクリーンに、位置図を表示） 

 申請地の所在の１番につきましては、●●●大字●●字●●●２６５番１、

地目は田、地積は７１２平方メートルでございます。 
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議長 

 申請地の所在の２番につきましては、●●●大字●●字●●●２６６番１、

地目は田、地積は５２８平方メートルでございます。 

（スクリーンに、分間図、土地利用計画図を表示） 

 まず、こちらが、分間図でございます。 

続きまして、土地利用計画図でございます。 

（スクリーンに、写真を表示） 

 最後に、申請地の写真でございます。 

次に、農地転用許可基準についてご説明いたします。 

まず、農地区分につきましては、農業公共投資の対象となっていない生産

性の低い小集団の農地で、第２種農地に該当いたします。 

農地区分と転用目的の適合性につきましては、立地の代替性がなく、農地

法第５条第２項第２号に該当いたしません。 

資力及び信用につきましては、資金計画書及び残高証明書が添付されてお

りまして、適当であると判断されます。 

転用の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当ございませ

ん。 

遅滞なく転用目的に供することの確実性につきましては、添付された事業

計画書により適当と思われます。 

行政庁の許可・認可等の処分の見込み・協議の状況等につきましては、該

当ありません。 

また、開発行為でない旨の届出を平成２８年８月２４日付で提出し受理さ

れています。 

周辺農地の営農条件への支障につきましては、被害防除計画書が添付され

ており問題なしと判断されます。 

判断を必要としない許可基準につきましては、説明を省略させていただき

ます。 

以上でございます。よろしくご審議をお願いします。 

 

只今の事務局からの説明に関連いたしまして、地区担当農業委員さんから
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の現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

 

２５番の●●です。只今の事務局よりの説明と重複するかもしれませんが、

ご説明します。議案第３０号、１番と２番につきまして、現地調査、確認し

た結果についてご報告いたします。去る９月２日に譲受人とは現地で、１番

の譲渡人とは、足が不自由なことからご自宅に伺い、また、２番の譲渡人と

は、遠隔地のため電話にて確認しました。１番の申請地は、一昨年までは一

部畑として他人に貸しており、以後は同居の息子が草刈り等して自己管理し

てきたようです。しかし、自分は老齢で足が悪くなり、息子も耕作までは出

来なくなり手離すことにしたそうです。２番の申請地は、遠方に居住してお

り耕作は言うまでもなく、農作業の委託先を見つけることもなかなか困難な

ため、売買することにしたとのことです。譲受人は、この２つの土地が県道

等の道路に面しており大型車の出入りが可能で近隣に民家が少ないこと等か

ら一体利用して資材置場として活用することにしたいということです。具体

的には、真砂土２００立方メートル、砂利２００立方メートル、残土３００

立方メートル、工事用の資材置場として２００平方メートル、機械としてバ

ックホウ１台、ブルドーザー１台でございます。被害防除計画書、資金計画

書等も完備しており、その他の調査項目に照らしても特に問題はないと思わ

れますのでよろしくご審議のほどお願いします。 

 

ありがとうございました。 

只今の１番及び２番の案件につきまして、一括して質疑を行います。 

ご意見、ご質問はございませんか。 

  （なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第３０号１番につきまして、採決を行います。 

 許可とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、１番は許可と決定いたします。 
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次に、議案第３０号２番につきまして、採決を行います。 

許可とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、２番は許可と決定いたします。 

続きまして、３番について事務局より説明をお願いいたします。 

 

 それでは３番につきましてご説明いたします。 

 譲受人は、●●に事務所のある売電事業を行っている事業主です。 

売電事業の事業拡大を図るため申請地を購入し、発電出力４６．４キロワ

ットの太陽光パネル１９２枚を設置するものです。 

申請地は、周辺農地への影響も少なく、日光を遮断する障害物もなく、太

陽光発電施設の位置に適した場所であり、また、譲渡人は、高齢でもあるこ

とから所有する農地の稲作維持が困難であることから、今回の申請となった

ものです。 

まず、申請地の位置からご説明いたします。 

申請地は、●●●支所から北東に約３００メートルのところに位置してお

ります。 

（スクリーンに、位置図を表示） 

 申請地の所在につきましては、●●市大字●●●●字●●６０５番１、地

目は田、地積は４０２平方メートル、同じく●●●●字●●６０６番、地目

は田、地積は４８２平方メートル、同じく●●●●字●●６０７番１、地目

は田、地積は３３３平方メートル、同じく●●●●字●●６０７番５、地目

は田、地積は５９平方メートルで、合計、４筆で面積、１,２７６平方メート

ルでございます。 

 （スクリーンに、分間図、土地利用計画図を表示） 

 まず、こちらが、分間図でございます。 

続きまして、土地利用計画図でございます。 

次に、こちらが側面図でございます。 

（スクリーンに、写真を表示） 
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第２８番 

 

 

 

 最後に、申請地の写真でございます。 

次に、農地転用許可基準についてご説明いたします。 

まず、農地区分につきましては、支所よりおおむね３００メートル以内に

ある農地で、第３種農地に該当いたします。 

農地区分と転用目的の適合性につきましては、立地の代替性がなく、農地

法第５条第２項第２号に該当いたしません。 

資力及び信用につきましては、資金計画書及び残高証明書が添付されてお

りまして、適当であると判断されます。 

転用の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当ございませ

ん。 

遅滞なく転用目的に供することの確実性につきましては、添付された事業

計画書により適当と思われます。 

行政庁の許可・認可等の処分の見込み・協議の状況等につきましては、既

に経済産業省の太陽光発電設備に係る認定通知を受けております。 

また、開発行為でない旨の届出を平成２８年８月２４日付で提出し受理さ

れています。 

周辺農地の営農条件への支障につきましては、被害防除計画書が添付され

ており問題なしと判断されます。 

判断を必要としない許可基準につきましては、説明を省略させていただき

ます。 

以上でございます。よろしくご審議をお願いいたします。 

 

只今の事務局からの説明に関連いたしまして、地区担当農業委員さんから

の現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

 

２８番の●●です。第３号について報告します。去る９月４日に現地を確

認しました。４筆あり、草は刈ってありましたが、長年、作物等が植えられ

た形跡はありませんでした。譲渡人によると高齢であり今後維持することは

困難であることから今回、譲ることにしたとのことでした。譲受人とは９月
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５日に電話で確認しました。太陽光発電設備の設置のため、適地を探してお

り、妻等の実家からも近いこともあり、申請地を譲り受けることにしたとの

ことでした。なお、譲受人は既に数か所で同様の事業を実施、計画中とのこ

とでした。また、申請地は造成することなく機器を設置するほか、雑草の管

理等についてはシートを敷いて近隣の方にご迷惑をかけないようにしたいと

話しておられました。申請書には、事業計画書、資金計画書及び被害防除計

画書等も添付されており、特に問題はないと思います。どうかご審議の程よ

ろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

只今の３番の案件につきまして、質疑を行います。 

ご意見、ご質問はございませんか。 

 （なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第３０号３番につきまして、採決を行います。 

 許可とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、３番は許可と決定いたします。 

続きまして、４番について事務局より説明をお願いいたします。 

 

 それでは４番につきましてご説明いたします。 

 譲受人は、●●に事務所のある売電事業を行っている事業主です。 

売電事業の事業拡大を図るため申請地を購入し、発電出力４６．４キロワ

ットの太陽光パネル１７６枚を設置するものです。 

申請地は、周辺農地への影響も少なく、日光を遮断する障害物もなく、太

陽光発電施設の位置に適した場所であり、また、譲渡人は、高齢のため耕作

が困難となり、他に農作業の委託先も見つからないことで、今回の申請とな

ったものです。 

まず、申請地の位置からご説明いたします。 
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申請地は、●●総合支所から北西に約１．５キロメートルのところに位置

しております。 

（スクリーンに、位置図を表示） 

 申請地の所在につきましては、●●●大字●字●●●４９６番１、地目は

田、地積は１,２０１平方メートルでございます。 

 （スクリーンに、分間図、土地利用計画図を表示） 

 まず、こちらが、分間図でございます。 

続きまして、土地利用計画図でございます。 

次に、こちらが側面図でございます。 

（スクリーンに、写真を表示） 

 最後に、申請地の写真でございます。 

次に、農地転用許可基準についてご説明いたします。 

まず、農地区分につきましては、農業公共投資の対象となっていない生産

性の低い小集団の農地で、第２種農地に該当いたします。 

農地区分と転用目的の適合性につきましては、立地の代替性がなく、農地

法第５条第２項第２号に該当いたしません。 

資力及び信用につきましては、資金計画書及び残高証明書が添付されてお

りまして、適当であると判断されます。 

転用の妨げとなる権利を有する者の同意につきましては、該当ございませ

ん。 

遅滞なく転用目的に供することの確実性につきましては、添付された事業

計画書により適当と思われます。 

行政庁の許可・認可等の処分の見込み・協議の状況等につきましては、既

に経済産業省の太陽光発電設備に係る認定通知を受けております。 

また、開発行為でない旨の届出を平成２８年８月２４日付で提出し受理さ

れています。 

周辺農地の営農条件への支障につきましては、被害防除計画書が添付され

ており問題なしと判断されます。 

判断を必要としない許可基準につきましては、説明を省略させていただき
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議長 

 

 

第１２番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

ます。 

以上でございます。よろしくご審議をお願いいたします。 

 

只今の事務局からの説明に関連いたしまして、地区担当農業委員さんから

の現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

 

１２番の●●です。第４番の議案について去る９月６日申請人と現地で意

思確認並びに調査したことを報告します。なお、譲渡人については、遠隔地

のため電話で確認いたしました。申請地は先ほど説明ありましたように●●

●●の国道●号線から●●方面に向かう道沿いに位置します。農地の地目は

田で、面積は１,２０１平方メートル、現況は雑草が繁茂していました。譲渡

人は遠隔地に住み高齢であることから農地維持が難しく、また、担い手が見

つからないことから売買したいとのことです。譲受人は、先程の３番の申請

人と同一業者で売電事業の事業拡大を図るため適地を探していたところ申請

地を購入し発電出力４６．４キロワットの太陽光パネル１７６枚の発電設備

を設置し、事業拡大を図りたいとのことでした。申請地は、中山間地域で空

家、耕作放棄地も加速的に増えつつあり、周囲も全て耕作放棄地となってお

ります。現状では、担い手確保も難しく、現在、土地の有効利用、荒地、耕

作放棄地対策の一つとして考えられると思います。被害防除計画書に添って

調査しましたが問題なしで、周辺農地に与える影響もなく事業計画書、資金

計画書、土地利用計画図も添付され何ら問題ないと思われます。ご審議のほ

どよろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

只今の４番の案件につきまして、質疑を行います。 

ご意見、ご質問はございませんか。 

  （なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第３０号４番につきまして、採決を行います。 
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議長 

 

 

 

 

農林課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 許可とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、４番は許可と決定いたします。 

続きまして、議案第３１号を議題といたします。事務局よりの議案の説明

をお願いいたします。 

 

議案書の３ページをお願いいたします。 

それでは、議案第３１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による

農用地利用集積計画について」 

農業経営基盤強化促進法第１８条の規定により、周南市長より別紙のとお

り周南市農用地利用集積計画が提出されたので、委員会の決定を求める。 

平成２８年９月９日 提出 周南市農業委員会 会長 西田 孝美 

 別添の、別紙１「周南市農用地利用集積計画」をご覧ください。 

 

それでは、この議案につきましては、農林課の●●●主査さんが来ておら

れますので、ご説明を受け、その後、農業委員会の決定を行いたいと考えて

おりますのでよろしくお願いいたします。 

それでは、●●●さん、お願いいたします。 

 

農林課の●●●です。よろしくお願いします。 

それでは、議案第３１号農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農

用地利用集積計画についてご説明いたします。資料は、別紙１周南市農用地

利用集積計画となります。 

本日は７月までに受け付けました農用地利用集積に係る利用権の設定につ

きまして、その計画案をご提出させていただいております。 

本会でのご審議、ご決定をいただきまして、１０月１日の公告となるもの

でございます。 

内容につきましては、●●地区・●●地区・●●地区、●●地区・●●●

地区・●●地区・●●地区・●●地区・●●野地区の９地区におきまして、
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議長 

 

 

 

 

第３１番 

 

 

 

第２７番 

 

 

１３件、１９筆の案件、並びに農地中間管理機構への貸付が、●●地区・●

●地区の２地区におきまして、３件、６筆の案件でございます。 

農地中間管理機構への貸付におきましては、番号１番・２番の●●の土地

は新規就農予定者の●●●さんへ転貸予定となっており、番号３番の●●●

の土地は、農事組合法人●●●●●●●●へ転貸予定となっております。 

説明は以上となります。ご審議をよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

只今の案件につきまして、質疑を行います。 

ご意見、ご質問はございませんか。 

 （発言を求める声あり） 

はい、●●委員さん。 

 

お聞きして見たいのですが、個人の方が今の時期に利用権設定をされるの

は何か理由等があるのですか。メリットがないのではないですか。今手続し

ても補助金等も支給されないと思うのですがどうなのですか。 

 

例えば、農業をされていたご主人が急に死亡され、奥さんでは草刈り等も

困難なことから手続きされる場合があります。また、来年の４月に向けて田

を修理したいことやトラクターで耕起しておきたいこと等から今の時期に手

続きされていると思われます。 

 

●●で●●農業委員さんが貸しておられるのは、これは何か理由がありま

すか。４月に手続きされるのであれば補助金が関係してきますが、なぜ、今

の時期なのですか。 

 

これは、補助金は考えておりません。先程、ありましたように早く取り掛

かりたいからだと思います。 
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議長 

 

 

 

 

 

事務局長 

よろしいですか。他に何かございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第３１号につきまして、採決を行います。 

原案のとおり決定することに、ご異議はございませんか。 

 （異議なしの声あり） 

異議がありませんので、周南市農用地利用集積計画につきましては、原案

のとおり決定いたします。 

 

以上で、審議案件は終了いたしました。 

続きまして、報告事項に入らせていただきます。 

それでは、報告第４５号につきまして、事務局よりの報告事項の説明をお

願いいたします。 

 

議案書の４ページをお願いいたします。報告第４５号「農地法第４条の規

定による農地転用届出について」を、ご説明いたします。 

市街化区域内の農地を、あらかじめ農業委員会に届け出て、農地以外のも

のに転用することにつきましては、農地法第４条第１項第７号に規定され、

許可は不要とされているもので、今回は１件ございました。内容は記載のと

おりで、添付書類も含め完備しておりましたので､事務局長専決により書類を

受理いたしましたので、ご報告いたします。以上でございます。 

 

只今の報告第４５号につきまして、ご意見、ご質問はございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので以上で報告第４５号を終わります。 

続きまして、報告第４６号につきまして、事務局よりの報告事項の説明を

お願いいたします。 

 

議案書の５ページ、６ページをお願いいたします。報告第４６号「農地法
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議長 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

第５条の規定による農地転用届出について」を、ご説明いたします。 

市街化区域内の農地を、あらかじめ農業委員会に届け出て、権利移動と農

地以外のものに転用することにつきましては、農地法第５条第１項第６号に

規定され、許可は不要とされているもので、今回は１１件ございました。内

容は記載のとおりで、添付書類も含め完備しておりましたので､事務局長専決

により書類を受理いたしましたので、ご報告いたします。以上でございます。 

 

只今の報告第４６号につきまして、ご意見、ご質問はございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので以上で報告第４６号を終わります。 

続きまして、報告第４７号につきまして、事務局よりの報告事項の説明を

お願いいたします。 

 

議案書の７ページ、８ページをお願いいたします。報告第４７号「非農地

証明について」をご説明いたします。 

登記簿上の地目が農地で、現況が農地以外になっている土地について、地目

の変更登記をしようとする者からの申請に基づき、交付する証明書でございま

す。今回は８件ございました。内容については記載のとおりで、現地も確認

いたしました。 

添付書類も含め完備しておりましたので､事務局長専決により非農地であ

る旨の確認及び証明をいたしましたので、ご報告いたします。以上でござい

ます。 

 

只今の報告第４７号につきまして、ご意見、ご質問はございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので以上で報告第４７号を終わります。 

続きまして、報告第４８号につきまして、事務局よりの報告事項の説明を

お願いいたします。 

 



 

- 26 - 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

議案書の９ページをお願いいたします。報告第４８号「水田埋め立てによ

る農地改良届出について」を、ご説明いたします。 

 水田埋め立てによる農地改良届出については、議案書のとおり１件でご

ざいました。内容については記載のとおりでございます。地区担当農業委員

さん共々現地を確認いたしております。添付書類も含め完備しておりました

ので、事務局長専決により、書類を受理いたしましたので、ご報告いたしま

す。以上でございます。 

 

只今の報告第４８号につきまして、ご意見、ご質問はございませんか。 

（なしの声あり） 

 特に発言がないようですので以上で報告第４８号を終わります。 

続きまして、報告第４９号につきまして、事務局より報告事項の説明をお

願いいたします。 

 

議案書の１０ページをお願いいたします。報告第４９号「農地所有適格法

人報告書の提出について」を、ご説明いたします。 

農地所有適格法人は、農地法第６条第１項及び同法施行規則第５８条の規定

により、毎年、事業の状況などを、事業年度終了後３か月以内に農業委員会

に報告しなければならないとされているものでございます。 

今回は１件ございました。添付書類も含め完備しており、農地所有適格法

人としての農地法第２条第３項に規定された法人形態要件、事業要件、構成

員要件、役員要件を充たしておりましたので、ご報告いたします。 

なお、法人が６次産業化等を図り経営を発展させやすくする観点から要件

が見直しされ、また、名称も変更等され、平成２８年４月１日から施行され

ております。そのことから本市の場合も遅くなりましたが、今回から「農業

生産法人」を改め「農地所有適格法人」に名称を変更したもので報告いたし

ております。以上でございます。 

 

只今の報告第４９号につきまして、ご意見、ご質問はございませんか。 
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（なしの声あり） 

 特に発言がないようですので以上で報告第４９号を終わります。 

以上で、本日の議案の審議は全て終了いたしましたので、平成２８年第９

回周南市農業委員会総会を閉会いたします。 

 

閉会（午前１０時５９分） 

 

    




